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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線接続システムでマルチキャスト連結識別子を割当てる装置において、
　放送サービスを提供するサーバが位置するコンテンツ分配網とデータを交換して、前記
データのヘッダ情報を抽出する第１送受信部と、
　無線区間のデータ伝達規格に応じて前記データをフレーム単位で構成する組立部と、
　前記組立てられたフレームを受信する端末と前記フレームを交換して、前記無線区間か
らＭＢＳチャネル連結要請メッセージを受信する第２送受信部と、
　前記抽出されたヘッダ情報を分析して前記データの属性情報を抽出し、前記抽出された
属性情報を利用して前記データの類型を分析する第１分析部と、
　前記ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを分析してチャネル情報を抽出する第２分析部
と、
　前記コンテンツ分配網とＭＢＳバースト予約メッセージを交換して、前記ＭＢＳバース
ト予約メッセージと前記チャネル情報を利用してＭＢＳバースト領域を予約および割当て
、前記データにＭＣＩＤを割当てて、前記ＭＣＩＤに対応するＭＢＳチャネルの登録状態
を管理する制御部と、
　を備え、
　前記ＭＢＳバースト領域は、データの属性別に分類されたデータ及び分類されたデータ
に割当てられたＭＣＩＤを含み、
　前記ＭＣＩＤが、
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　加入者が要請する放送チャネルを構成するデータの属性に応じてあらかじめ決定された
値であり、
　前記ＭＣＩＤが、
　全体放送領域に前記あらかじめ決定された値に決定されることを特徴とするマルチキャ
スト連結識別子を割当てる装置。
【請求項２】
　前記第１分析部が、
　前記データがＭＢＳデータの場合にはマルチメディア情報を利用して前記データをビデ
オデータ、オーディオデータまたはテキストデータに、さらに分類することを特徴とする
請求項１に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項３】
　前記制御部が、
　前記ＭＢＳデータの属性に応じて割当てられたＭＣＩＤ、ユーザＩＤ ｏｒ Ｃｏｎｎｅ
ｃｔｉｏｎ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ （ＣＩＤ）、前記要請された放送チャネルに対するマ
ルチキャストＩＰアドレスを保存するＭＣＩＤテーブルを含むことを特徴とする請求項２
に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項４】
　前記制御部が、
　前記端末を使用するユーザの接続が最初接続の場合には前記ＭＣＩＤテーブルに記録さ
れた各々のＭＣＩＤに対応するバースト領域を予約することを特徴とする請求項３に記載
のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項５】
　前記制御部が、
　前記端末を使用するユーザの接続が最初接続でない場合には前記属性情報を前記ＭＣＩ
Ｄテーブルに更新することを特徴とする請求項３に記載のマルチキャスト連結識別子を割
当てる装置。
【請求項６】
　前記組立部が、
　前記属性情報と前記ＭＢＳバーストの割当情報を利用して前記データに対応されるＭＢ
Ｓバースト領域を構成し、前記構成されたＭＢＳバースト領域とユニキャスト領域を結合
してフレームを組立てることを特徴とする請求項１に記載のマルチキャスト連結識別子を
割当てる装置。
【請求項７】
　前記属性情報が、
　前記データのＩＰアドレス、目的地ＩＰアドレスを含むことを特徴とする請求項１に記
載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項８】
　前記チャネル情報が、
　ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送ったユーザのユーザＩＤまたはＣＩＤ、ＭＢＳ
形態のサービス連結要請可否、プログラムＩＤ、放送チャネルのマルチキャストＩＰアド
レスを含むことを特徴とする請求項１に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置
。
【請求項９】
　前記制御部が、
　前記端末を使用するユーザの接続が最初接続の場合には前記ＭＢＳデータのビデオ、オ
ーディオ、テキスト属性によるＭＣＩＤ値を含む割当通知メッセージを前記端末に伝送す
ることを特徴とする請求項２に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項１０】
　前記データの類型が、
　ビデオデータ、オーディオデータ、およびテキストデータを含むことを特徴とする請求
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項１に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項１１】
　無線接続システムでマルチキャスト連結識別子割当装置において、
　加入者の制御に応じてサービスを要請したり終了し、サービスの遂行による結果を加入
者に提供し、選択された放送チャネルに対するＭＢＳチャネル連結要請メッセージを生成
するアプリケーションプログラム実行部と、
　前記要請されたサービスをＭＢＳサービスまたはユニキャストサービスに分類し、前記
サービス要請が最初の要請であるかどうかの可否を判断し、前記判断によりバッファ割当
政策を生成および伝達する要請分析部と、
　前記バッファ割当政策に応じてデータ属性別にそれぞれ所定の大きさの分だけのバッフ
ァ空間を割当てたり解除し、前記割当てられたバッファ空間を管理するバッファ制御部と
、
　情報伝達のためのフレームを構成して、物理階層の伝送特性に応じて無線区間に前記構
成されたフレームを伝送し、前記生成されたＭＢＳチャネル連結要請メッセージを無線接
続網に伝送するフレーム送信部と、
　前記無線接続網を介して伝達されるパケットを、物理階層を介して受信し、受信された
信号を復号化するフレーム受信部と、
　前記復号化されたフレームにＭＢＳバースト領域が含まれた場合、前記ＭＢＳバースト
領域に含まれたＭＣＩＤを用いて前記復号化されたフレームに含まれたデータをデータの
属性別に分類して、分類されたデータを抽出し、前記抽出されたデータのＭＣＩＤに対応
するバッファ空間に前記抽出されたデータを記録するフレーム分類部と、
　前記抽出されたデータを当該バッファ空間に保存するフレームバッファと、
　を備え、
　前記ＭＣＩＤが、
　加入者が要請する放送チャネルを構成するデータの属性に応じてあらかじめ決定された
値であり、
　前記ＭＣＩＤが、
　全体放送領域に前記あらかじめ決定された値に決定されることを特徴とするマルチキャ
スト連結識別子を割当てる装置。
【請求項１２】
　前記フレーム分類部が、
　前記フレーム受信部で前記無線接続網を介してＭＣＩＤ割当通知メッセージを受信すれ
ば、受信された前記ＭＣＩＤ割当通知メッセージに含まれたＭＣＩＤ値を抽出して記録し
、ＭＣＩＤ割当通知応答メッセージを前記フレーム受信部を介して前記無線接続網に伝送
することを特徴とする請求項１１に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項１３】
　前記データの属性が、
　ビデオデータ、オーディオデータ、およびテキストデータを含むことを特徴とする請求
項１１に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項１４】
　前記バッファ割当政策が、
　前記データのタイプに応じて独立したバッファの割当に使用される政策であることを特
徴とする請求項１１に記載のマルチキャスト連結識別子を割当てる装置。
【請求項１５】
　無線接続システムでマルチキャスト連結識別子割当方法において、
　端末が、加入者がＭＢＳチャネルを選択すれば、バッファ割当政策に応じて所定の大き
さの分だけのバッファ空間をデータの属性別に各々割当てるステップと、
　基地局が、前記端末から受信したＭＢＳチャネルの連結要請メッセージを分析してチャ
ネル情報を抽出するステップと、
　前記基地局が、前記チャネル情報を利用してＭＢＳバースト領域を予約及び割当を遂行
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するステップと、
　前記基地局が、ＭＢＳデータの属性別に前記端末に伝送するＭＢＳデータを分類して、
分類された各データにＭＣＩＤを割当てるステップと、
　前記基地局が、前記各データに割当てられたＭＣＩＤを含むＭＢＳバースト領域を構成
するステップと、
　前記基地局が、前記構成されたＭＢＳバースト領域を含むフレームを前記端末に伝送す
るステップと、
　前記端末が、前記ＭＢＳバースト領域に含まれたＭＣＩＤを用いて前記フレームに含ま
れたデータをデータ属性別に分類して抽出するステップと、
　前記端末が、前記抽出されたデータのＭＣＩＤに対応する当該バッファ空間に前記抽出
されたデータを保存するステップと、
　前記バッファ空間に保存されたデータのＩＰヘッダに含まれたマルチキャストＩＰアド
レス情報を利用して前記ＭＢＳチャネルを識別してサービスを提供するステップと、
　を含み、
　前記ＭＣＩＤが、
　前記加入者が要請する放送チャネルを構成するデータの属性に応じてあらかじめ決定さ
れた値であり、
　前記ＭＣＩＤが、
　全体放送領域に前記あらかじめ決定された値に決定されることを特徴とするマルチキャ
スト連結識別子割当方法。
【請求項１６】
　前記端末が、前記基地局からＭＣＩＤ割当通知メッセージを受信するステップと、
　前記端末が、前記ＭＣＩＤ割当通知メッセージに含まれたＭＣＩＤ値を抽出して記録す
るステップと、
　前記端末が、ＭＣＩＤ割当通知応答メッセージを前記フレーム受信部を介して前記基地
局に伝送するステップと、をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載のマルチキャ
スト連結識別子割当方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線接続システムにおけるマルチキャスト連結識別子割当装置および方法に
関するもので、より詳細に無線接続システムにおいて、ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａ
ｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）モードを利用してユーザにマルチキャスト
連結識別子を割当てる装置および方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、通信システムは音声サービス中心に発展してきており、順次音声だけでなく
データサービスおよび多様なマルチメディアサービスも可能な通信システムに発展してい
る。しかし、音声メインの通信システムは、伝送帯域幅が比較的小さく、使用料が高いた
め、急増するユーザのサービスへの欲求を充足させることができなかった。その上、通信
産業の発達とインターネットサービスに対するユーザの要求の増加によってインターネッ
トサービスを効率的に提供できる通信システムに対する必要性が増大している。これに伴
い急増するユーザの要求を充足させる程度の広域を有し、効率的にインターネットサービ
スを提供する無線接続システムが導入された。
【０００３】
　無線接続システムは音声だけでなく低速および高速の多様なデータサービス、高画質動
画等のマルチメディア応用サービスを統合支援するためのシステムである。このようなマ
ルチメディアデータはＨ．２６２、例えばＭＰＥＧ２－ＴＳ規格に準じて地上波、ケーブ
ル、ＩＰ等の多様なネットワークを介して伝送される。
【０００４】
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　ＭＰＥＧ２－ＴＳは、マルチメディアデータをビデオ、オーディオおよびその他データ
のＥＳ（ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｓｔｒｅａｍ）に分類し、各ＥＳはまた最大６４キロバ
イト（Ｋｂｙｔｅ）単位のＰＥＳ（ｐａｃｋｅｔｉｚｅｄ　ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｓｔ
ｒｅａｍ）に分類され、各ＰＥＳは伝達網の特性に合うパケットヘッダを利用して伝達さ
れる。伝達網がＩＰの場合、ＰＥＳは１８８バイト（Ｂｙｔｅ）の固定長パケットに分割
された後、ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰのようなヘッダを追加することによって加入者に伝達さ
れる。
【０００５】
　前記無線接続システムの規格、例えばＩＥＥＥ　８０２．１６には多数の移動端末にマ
ルチキャストおよびブロードキャストを提供できるマルチキャストおよびブロードキャス
トサービス（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：以下
「ＭＢＳ」という）規格が存在する。前記ＭＢＳ規格では互いに異なるＣＩＤ（Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｅｒ）または互いに異なるＳＡ（Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ａ
ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）を介して同じマルチキャスト、ブロードキャストサービス地域を
区分することができる。
【０００６】
　ここで、ＭＢＳゾーン（ＭＢＳ＿ＺＯＮＥ）は、前記ＣＩＤとＳＡを介してブロードキ
ャスト、マルチキャストサービスが有効な地域であるということを示すために使用され、
基地局はダウンリンクチャネル記述子（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄｅｓｃｒ
ｉｐｔｏｒ：ＤＣＤ）メッセージによってＭＢＳゾーン情報を放送する。すなわち、前記
ＭＢＳゾーン（Ｚｏｎｅ）は、コンテンツを伝送するために同じＣＩＤとＳＡを使用する
基地局グループといえる。
【０００７】
　ＭＢＳサービスは、ＭＢＳゾーン単位でマクロダイバーシティ（Ｍａｃｒｏ　ｄｉｖｅ
ｒｓｉｔｙ）技法を活用することによって高画質ビデオおよび高音質のオーディオ等、多
様なチャネルを同時に伝送することができる。このようなＭＢＳゾーン単位の放送サービ
スを提供するためにＩＥＥＥ８０２．１６規格は、ＭＢＳゾーン識別子（ＭＢＳ　Ｚｏｎ
ｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：以下「ＭＢＳゾーンＩＤ」という）とマルチキャスト連結識
別子（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ＩＤ：以下「ＭＣＩＤ」という）を
指定している。
【０００８】
　前記ＭＢＳゾーンＩＤのサイズは８ビットであり、最大１２８個のＭＢＳゾーンに制限
され、ＭＣＩＤのサイズは１２ビットで、０ｘＦＥＡ０－０ｘＦＥＦＥと表現され、最大
９４個のＭＣＩＤに制限されている。１つのＭＢＳゾーンは、種々の基地局で構成された
１つのグループであり、１つのＭＣＩＤは、該当ＭＢＳゾーン内で各々の放送チャネルに
対するユニーク（ｕｎｉｑｕｅ）の対応値である。前記ＭＢＳゾーンが異なる場合、前記
ＭＣＩＤはユニークではない。すなわち、ＭＢＳゾーンが異なる場合、他の放送チャネル
が同じＭＣＩＤを有することができ、同じ放送チャネルが他のＭＣＩＤを有することもで
きる。
【０００９】
　しかし、このようなＭＢＳサービス方式ではＭＣＩＤおよびＭＢＳ　ｚｏｎｅ　ＩＤを
介した時間、空間および放送チャネルの区分、そして使用可能なＭＣＩＤ値とＭＢＳ　ｚ
ｏｎｅ　ＩＤ値の制限によって、加入者の放送チャネルの変更による放送チャネル間の転
換時間の遅延、基地局間のハンドオーバーによる連続的なサービス維持の困難が存在し、
広い地域を移動中である加入者に適切なチャネル転換時間と切れのない（ｓｅａｍｌｅｓ
ｓ）放送サービスを提供するにおいて多くの制約が従っている。
【００１０】
　したがって、成功的な移動型放送サービスの支援のためには広い地域を移動中の加入者
に切れのない放送サービスと適切なチャネル転換時間を同時に提供できる方法とこのよう
な方法を遂行する装置が必要である。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、本発明は、無線接続システムにおいて、ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａ
ｎｄ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）モードを利用してユーザにマルチキャスト
連結識別子を割当てる装置および方法を提供する。
【００１２】
　また、本発明は、無線接続システムにおいて、ＭＢＳサービス要請時のデータの類型に
応じて所定のＭＣＩＤを割当て、割当てられたＭＣＩＤを全体放送領域に同一の値で固定
するマルチキャスト連結識別子を割当てる装置および方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記した目的を解決するために本発明の一実施形態による無線接続システムにおけるマ
ルチキャスト連結識別子割当装置は、放送サービスを提供するサーバが位置するコンテン
ツ分配網とデータを交換して、前記データのヘッダ情報を抽出する第１送受信部と、無線
区間のデータ伝達規格に応じて前記データをフレーム単位で構成する組立部と、前記組立
てられたフレームを受信する端末と前記フレームを交換して、前記無線区間からＭＢＳチ
ャネル連結要請メッセージを受信する第２送受信部と、前記抽出されたヘッダ情報を分析
して前記データの属性情報を抽出し、前記抽出された属性情報を利用して前記データの類
型を分析する第１分析部と、前記ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを分析してチャネル
情報を抽出する第２分析部と、前記コンテンツ分配網とＭＢＳバースト予約メッセージを
交換して、前記ＭＢＳバースト予約メッセージと前記チャネル情報を利用してＭＢＳバー
スト領域を予約および割当て、前記データにＭＣＩＤを割当てて、前記ＭＣＩＤに対応す
るＭＢＳチャネルの登録状態を管理する制御部とを備える。
【００１４】
　本発明の一実施形態による無線接続システムにおけるマルチキャスト連結識別子割当装
置は、加入者の制御に応じてサービスを要請したり終了し、サービスの遂行による結果を
加入者に提供するアプリケーションプログラム実行部と、前記要請されたサービスをＭＢ
Ｓサービスまたはユニキャストサービスに分類し、前記サービス要請が最初の要請である
かどうかの可否を判断し、前記判断によりバッファ割当政策を生成および伝達する要請分
析部と、前記バッファ割当政策に応じてバッファを割当てたり解除し、前記割当てられた
バッファ空間を管理するバッファ制御部と、情報伝達のためのフレームを構成して、物理
階層の伝送特性に応じて無線区間に前記構成されたフレームを伝送するフレーム送信部と
、無線接続網を介して伝達されるパケットを、物理階層を介して受信し、受信された信号
を復号化するフレーム受信部と、前記復号化されたフレームに含まれた無線区間連結識別
子を利用して受信されたフレームに含まれた情報をパケット単位で分類して所定のバッフ
ァ空間に伝達するフレーム分類部と、データのタイプに応じてパケット単位で分類された
データを保存するフレームバッファとを備える。
【００１５】
　本発明の一実施形態による無線接続システムにおけるマルチキャスト連結識別子割当方
法は、ＭＢＳチャネルを選択して、バッファ割当政策を行うステップと、前記バッファ割
当政策に応じて所定の大きさの分だけのバッファ空間をデータのタイプ別に各々割当てる
ステップと、前記ＭＢＳチャネルの連結要請に応じて前記データにＭＣＩＤ値を付与する
ステップと、前記ＭＣＩＤに該当するＭＢＳバースト領域を有するフレームを受信し、前
記ＭＣＩＤに対応するＭＢＳバースト領域のデータを分類して抽出するステップと、前記
抽出されたデータのＭＣＩＤに対応するバッファ領域に前記抽出されたデータを保存する
ステップと、前記バッファ領域に保存されたデータのＩＰヘッダに含まれたマルチキャス
トＩＰアドレス情報を利用して前記ＭＢＳチャネルを識別してサービスを提供するステッ
プとを含む。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明は、無線接続システムにおいて、ＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏ
ａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）モードを利用してユーザにマルチキャスト連結識別子を
割当てることができる。
【００１７】
　また、本発明は、無線接続システムでＭＢＳサービス要請時データの類型に応じて所定
のＭＣＩＤを割当て、割当てられたＭＣＩＤを全体放送領域に同一の値で固定することに
よって基地局装置間を移動する端末のハンドオーバーによるサービスの切れ現象を解決し
、放送チャネル間の転換時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ＭＢＳ提供のための装置構成要素と網の構成を示す一般的な概念図である。
【図２】本発明の実施形態による無線接続システムの基地局の構成図である。
【図３】本発明の実施形態による無線接続システムの端末の構成図である。
【図４Ａ】本発明の実施形態による無線接続システムでマルチキャスト連結識別子割当過
程を図示した図である。
【図４Ｂ】本発明の実施形態による無線接続システムでマルチキャスト連結識別子割当過
程を図示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明を説明するにおいて本発明と関連した公知技術に対する具体的な説明が本発明の
要旨を不必要にぼかしうると判断される場合にその詳細な説明を省略するものとする。以
下、添付された図面を参照して本発明による好ましい実施形態を詳細に説明する。
【００２０】
　それではここで、図１を参照してＭＢＳ提供のための装置構成要素と網の構成をより具
体的に説明する。
【００２１】
　図１は、ＭＢＳ提供のための装置構成要素と網の構成を示す一般的な概念図である。
【００２２】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態による無線接続システムは、コンテンツ分配網１
００、ＡＳＮ１１０、基地局１３０、および端末１５０を備える。前記コンテンツ分配網
１００は、ＭＢＳサーバ１７０を備える。本発明ではＭＰＥＧ２－ＴＳデータがＩＰパケ
ット化されてＭＢＳサーバ１７０と、端末１５０間にあらかじめ設定された経路を介して
伝達され、前記端末１５０と基地局１３０間の無線接続手続は、８０２．１６系列の広域
無線接続システムの規格に準ずると仮定して説明する。
【００２３】
　ユーザは、端末１５０を利用してＭＢＳチャネルを選択すれば、端末１５０は、ＭＢＳ
チャネル連結要請メッセージを基地局１３０に伝送する。ここで、前記端末１５０は、無
線接続網に連結されて多様なデータを送受信して前記送受信されたデータを処理する。前
記基地局１３０は、マクロダイバーシティ（ｍａｃｒｏ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）機能支援
のための無線資源制御とデータチャネルを管理する。
【００２４】
　そうならば、基地局１３０は、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＭＢＳサーバ１７
０に伝送する。前記ＭＢＳサーバ１７０は、コンテンツＩＤ、プログラムＩＤ、ＩＰマル
チキャストアドレス、ＭＢＳ　ｚｏｎｅ　ＩＤおよびＭＣＩＤの組合せのチャネルまたは
プログラム情報を含み、ＩＰマルチキャストグループ管理、プログラム管理、サービスガ
イドの公知および配布、セッション管理、データ暗号化およびキーを管理する。
【００２５】
　ＭＢＳサーバ１７０は、端末１５０によって要請されたＭＢＳチャネル連結要請メッセ
ージを利用して加入者認証およびサービス認証を行う。認証が成功の場合、要請されたＭ
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ＢＳチャネルの利用に必要なユーザＩＤ、プログラムＩＤ、復号化キーのような多様な情
報をＭＢＳチャネル連結要請に対する応答メッセージとして、改めて端末１５０に伝送す
る。そして、ＭＢＳサーバ１７０は、ＡＳＮ１１０にＭＢＳチャネルサービスの開始を知
らせる。
【００２６】
　前記ＡＳＮ装置１１０は、ＭＢＳサーバの制御に応じてチャネル設定、セッション管理
、同期制御、データ経路の設定および解除等のような機能を遂行する。すなわち、ＡＳＮ
装置１１０はＭＢＳサーバ１７０からＭＢＳチャネルサービスの開始を知らせるメッセー
ジを受信すると、ＭＢＳバースト領域に対する予約を要請する予約メッセージを基地局１
３０に伝送する。
【００２７】
　それで、前記基地局１３０は、前記ＭＢＳサーバ１７０から予約メッセージを受信し、
前記予約メッセージに対する応答メッセージをＡＳＮ１１０に伝送する。そして、ＭＢＳ
サーバ１７０とＡＳＮ１１０はあらかじめ決定された手続に応じてＭＢＳサーバ１７０と
ＡＳＮ１１０間のＭＢＳチャネルデータを伝送するための経路設定を相互間で遂行する。
【００２８】
　前記ＭＢＳサーバ１７０は、ＭＢＳチャネルデータを伝送するための経路設定が終了す
ると、ＭＢＳサーバ１７０は、ユーザが端末１５０を介して要請したＭＰＥＧ２－ＴＳ形
態のデータをＩＰパケットに変換して設定された経路を介して基地局１３０に伝送する。
【００２９】
　前記基地局１３０は、ＩＰパケットを分析して得られたパケット属性情報とＭＣＩＤ／
ＭＢＳバースト領域情報を利用して入力パケットの属性に対応されるＭＣＩＤを含むＭＢ
Ｓバースト領域を構成する。そして、前記基地局１３０は、ＭＢＳバースト領域と前記ユ
ニキャスト形態のサービスのためのデータ領域と結合して完全なフレームを構成し、前記
構成されたフレームを端末１５０に送信する。
【００３０】
　前記端末１５０は、パケットのＩＰヘッダに含まれたマルチキャストＩＰアドレス情報
に応じてユーザが要請したＭＢＳチャネルを識別することによって、特定ＭＢＳチャネル
に対するサービスを提供することができる。ここで、各々のチャネルは互いに異なるマル
チキャストＩＰアドレスを利用して区分される。前記端末１５０は、ＭＢＳサーバ１７０
から周期的にあるいは非周期的に放送チャネルに対するチャネル情報を受信し、放送チャ
ネルに対するサービス連結要請と解除はＩＧＭＰ　ｊｏｉｎおよびｌｅａｖｅメッセージ
によって行われる。
【００３１】
　マルチキャストＩＰアドレス、ＭＢＳ　ｚｏｎｅ　ＩＤ等が含まれる。サービス連結要
請と解除メッセージは、端末１５０と基地局１３０間の点対点（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｐｏ
ｉｎｔ）連結によって行われる。放送コンテンツは、リアルタイムで提供される放送サー
ビスのＭＢＳ形態のサービスとＶｏＤのような形態で提供される放送サービスのユニキャ
スト形態のサービスに分けて提供され、このような放送サービスの提供形態は放送チャネ
ル情報に含まれる。
【００３２】
　ＭＢＳ形態の放送コンテンツは、基地局１３０と前記加入者の端末１５０間に点対多点
（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ）連結を有し、ユニキャスト形態の放送コン
テンツは、前記基地局１３０と前記加入者の端末１５０間に点対点（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－
ｐｏｉｎｔ）連結を有する。ここで、図３を参照して本発明の実施形態による無線接続シ
ステムの端末１５０の構成要素に対して、より具体的に説明する。
【００３３】
　図３は、本発明の実施形態による無線接続システムの端末１５０の構成図である。
【００３４】
　図３を参照すれば、本発明の実施形態による無線接続システムの端末１５０は、バッフ
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ァ制御部２５７、要請分析部２５９、アプリケーションプログラム実行部２６１、フレー
ム送信部２６３、フレーム受信部２５１、フレーム分類部２５３、およびフレームバッフ
ァ２５５を備える。ユーザは、前記アプリケーションプログラム実行部２６１で動作する
アプリケーションプログラム、例えばＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　
Ｇｕｉｄｅ）によって視聴できるチャネルに対するチャネル情報をＭＢＳサーバ１７０か
ら受信する。ここで、前記チャネルに対するチャネル情報は、プログラムＩＤ、マルチキ
ャストＩＰアドレス、ＭＢＳゾーンＩＤを備える。
【００３５】
　ユーザは、端末１５０のアプリケーションプログラム実行部２６１で動作するアプリケ
ーションプログラムを介してＭＢＳチャネルを選択し、端末１５０は、前記ユーザの選択
に応じてＭＢＳチャネル選択信号またはＭＢＳチャネル終了信号を生成する。前記要請分
析部２５９は、前記アプリケーションプログラム実行部２６１からＭＢＳチャネル選択信
号を受信し、受信したＭＢＳチャネル選択信号を利用して要請されたＭＢＳチャネルに対
する連結が最初の連結要請なのか否かをＭＢＳフラッグの設定状態によって確認する。
【００３６】
　もし、前記ＭＢＳフラッグの確認結果、ユーザがＭＢＳゾーンに初めて接続したと判断
されると、前記要請分析部２５９は、バッファ割当政策を行い、バッファ制御部２５７は
、前記バッファ割当政策に応じてＭＣＩＤ別にバッファを割当てる。ここで、前記ＭＢＳ
フラッグの確認結果、ユーザが同一のＭＢＳゾーンに改めて接続したと判断されると、前
記のような過程を省略する。
【００３７】
　より具体的に説明すれば、要請分析部２５９は、前記ＭＢＳフラッグの状態に応じてユ
ーザがＭＢＳゾーンの最初に接続したユーザなのか再接続したユーザなのかを判断する。
そして、前記判断結果、前記ユーザがＭＢＳゾーンに初めて接続したと判断されると、前
記要請分析部２５９は、バッファ割当政策を行う、前記バッファ割当政策は、ＭＢＳ形態
のサービスのためにＭＰＥＧ２－ＴＳデータを構成するビデオデータ、オーディオデータ
、およびテキストデータ等、属性別に独立したバッファの割当てに使用される政策であり
、前記バッファ割当政策は、バッファの種類、各バッファの大きさ、各バッファに対応さ
れるＭＣＩＤのような情報を含む。
【００３８】
　前記バッファ制御部２５７は、前記要請分析部２５９からバッファ割当政策を受信し、
前記受信したバッファ割当政策に応じてフレームバッファ２５５でビデオデータ、オーデ
ィオデータ、テキストデータ別にあらかじめ決定された大きさのバッファ空間を割当て、
前記バッファの種類別に割当てられたアドレス情報をフレーム分類部２５３とアプリケー
ションプログラム実行部２６１に伝送する。そして、バッファ割当ての結果は要請分析部
２５９に伝送する。
【００３９】
　すなわち、前記ＭＢＳフラッグの確認結果、ユーザがＭＢＳゾーンの最初接続者と判断
され、前記バッファ制御部２５７から受信したバッファ割当ての結果を背景としてバッフ
ァが正常に割当てられたと判断されると要請分析部２５９は、ＭＢＳフラッグの設定状態
を最初要請でないことを示す値に修正する。そして、アプリケーションプログラム実行部
２６１は、ユーザが選択した放送チャネルに対するＭＢＳチャネル連結要請メッセージを
生成してフレーム送信部２６３に伝送する。
【００４０】
　そして、前記ユーザが同一のＭＢＳゾーンにまた接続する場合にはバッファ割当政策お
よび前記バッファ割当政策に応じてＭＣＩＤ別にバッファを割当てる過程を行わず、アプ
リケーションプログラム実行部２６１は、ユーザが選択した放送チャネルに対するＭＢＳ
チャネル連結要請メッセージを生成してフレーム送信部２６３に伝送する。
【００４１】
　前記フレーム受信部２５１は、ＭＢＳサーバ１７０から前記ＭＢＳチャネル連結要請メ
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ッセージに対する応答メッセージであるＭＢＳチャネル連結要請応答メッセージを受信し
てフレーム分類部２５３に伝送する。この時、前記ＭＢＳチャネル連結要請応答メッセー
ジは、ユーザＩＤ、プログラムＩＤおよび暗号化されたコンテンツの復旧のための復号化
キー等、ユーザが選択したチャネルの正常な使用のために必要な情報を含む。
【００４２】
　前記フレーム分類部２５３は、ＭＢＳサーバ１７０から伝送されたＭＢＳチャネル連結
要請応答メッセージをユニキャストデータ用バッファに保存する。アプリケーションプロ
グラム実行部２６１は、関連プログラムによってユニキャストデータに保存されたチャネ
ル連結要請応答メッセージを読んで行く。
【００４３】
　ここで、前記アプリケーションプログラム実行部２６１に位置した関連プログラムは、
ＭＢＳチャネルデータを処理するための事前手続を行う。もし、前記フレーム分類部２５
３が後述される図２の基地局１３０からＭＣＩＤ割当通知メッセージを受信すると、受信
されたメッセージに含まれたＭＣＩＤ値を抽出して記録し、ＭＣＩＤ割当通知に対する応
答メッセージを生成して後述される図２の基地局１３０に伝送する。
【００４４】
　前記ＭＣＩＤ割当通知メッセージは、ＭＢＳチャネルデータのビデオデータ、オーディ
オデータ、テキストデータの属性に応じたＭＣＩＤ値を含む。ここで、前記端末１５０と
後述される図２の基地局１３０間でＭＣＩＤ割当通知メッセージとＭＣＩＤ割当通知に対
する応答メッセージが伝送される過程は、８０２．１６系列の広域無線接続システムで定
義するＤＳＡ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｄｄｉｔｉｏｎ）手続に従う。
【００４５】
　ＤＳＡ手続は、基地局１３０がＤＳＡ要請メッセージ（ＤＳＡ－ＲＥＱ）を端末１５０
に伝送すると、前記端末１５０は、ＤＳＡ応答メッセージ（ＤＳＡ－ＲＳＰ）を前記基地
局１３０に伝送し、前記基地局１３０は、改めてＤＳＡ応答メッセージに対するＤＳＡ確
認メッセージ（ＤＳＡ－ＡＣＫ）を前記端末１５０に伝送する手続である。
【００４６】
　前記フレーム分類部２５３があらかじめ決定されたＭＣＩＤに該当するＭＢＳバースト
領域を有するフレームを受信すると、前記フレーム分類部２５３は、あらかじめ決定され
た各々のＭＣＩＤに対応するＭＢＳバースト領域のデータを分類して抽出する。そして、
前記フレーム分類部２５３は、前記あらかじめ決定された各々のＭＣＩＤに該当するバッ
ファに前記抽出したデータを保存する。
【００４７】
　そして、前記アプリケーションプログラム実行部２６１は、前記アプリケーションプロ
グラム実行部２６１は、ビデオデータ、オーディオデータ、テキストデータに分類された
各々のバッファ領域に保存されたデータを映像再生機またはオーディオ再生機を利用して
受信する。その後、アプリケーションプログラム実行部２６１は、パケットのＩＰヘッダ
に含まれたマルチキャストＩＰアドレス情報によってユーザが要請したＭＢＳチャネルを
識別することによって特定ＭＢＳチャネルに対するサービスを提供することができる。そ
れではここで、図２を参照して本発明の実施形態による無線接続システムの基地局１３０
の構成要素に対して、より具体的に説明する。
【００４８】
　図２は、本発明の実施形態による無線接続システムの基地局１３０の構成要素を概略的
に図示した図である。
【００４９】
　図２を参照すれば、前記基地局１３０は、第１送受信部２３１、組立部２３３、第２送
受信部２３５、第１分析部２３７、制御部２３９および第２分析部２４１を備える。前記
第２送受信部２３５は、端末１５０のフレーム送信部２６３からＭＢＳチャネル連結要請
メッセージを受信し、前記受信したＭＢＳチャネル連結要請メッセージを第２分析部２４
１に伝送する。
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【００５０】
　前記第２分析部２４１は、第２送受信部２３５から受信したＭＢＳチャネル連結要請メ
ッセージを分析し、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送ったユーザのＩＤまたはＣＩ
Ｄ、ＭＢＳ形態のサービス連結要請の可否、プログラムＩＤ、放送チャネルのマルチキャ
ストＩＰアドレス等のような属性情報を抽出する。そして、第２分析部２４１は、前記抽
出した属性情報を制御部２３９に伝送する。
【００５１】
　ここで、ＭＢＳ形態のサービスに対する連結要請の可否は、受信されたメッセージの形
態と内容で判断することができる。万一、受信されたＭＢＳチャネル連結要請メッセージ
がＩＧＭＰ　ｊｏｉｎメッセージの場合にはＭＢＳ形態のサービスに関する連結要請とし
て判断することができる。また、受信されたＭＢＳチャネル連結要請メッセージがＩＧＭ
Ｐ　ｌｅａｖｅメッセージの場合には加入したＭＢＳ形態のサービスに対する連結解除要
請として判断することができる。これ以外にもこのような目的のための別途の専用メッセ
ージを利用することもできる。
【００５２】
　前記制御部２３９は、前記第２分析部２４１から属性情報を受信し、受信した属性情報
を利用してＭＣＩＤテーブルを検索する。前記検索結果に応じてＭＢＳチャネル連結要請
メッセージを送信したユーザの識別情報、例えばユーザＩＤまたはＣＩＤに対する登録の
可否を判断する。ここで、前記ＭＣＩＤテーブルは、ＭＣＩＤを使用中であるユーザ識別
情報と該当ＭＣＩＤを介してサービス中である放送チャネルに対する情報であるマルチキ
ャストＩＰアドレスとプログラムＩＤ等が記録されている。
【００５３】
　ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送信したユーザの識別情報がＭＣＩＤテーブルに
登録されていないならば、すなわちユーザがＭＢＳゾーンの最初接続したユーザならばＭ
ＰＥＧ２－ＴＳデータのビデオ、オーディオおよびテキスト属性に応じてあらかじめ決定
されたＭＣＩＤ値を前記図３の端末１５０に伝送する。そして、前記制御部２３９は、第
１送受信部２３１を介してＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＭＢＳサーバ１７０に伝
送する。
【００５４】
　もし、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送信したユーザの識別情報がＭＣＩＤテー
ブルにすでに登録された状態ならば、すなわちユーザが同一のＭＢＳゾーンに改めて接続
した場合には前記のような過程なく、前記制御部２３９は、第１送受信部２３１を介して
ＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＭＢＳサーバ１７０に伝送する。
【００５５】
　次に、前記制御部２３９は、ＭＣＩＤ／ＭＢＳバースト割当情報を組立部２３３に伝送
し、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＡＳＮ１１０に伝送する。その後、前記ＡＳＮ
１１０は、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＭＢＳサーバ１７０に伝送する。前記Ｍ
ＢＳサーバ１７０は、端末１５０によって要請されたＭＢＳチャネル連結要請に対して加
入者認証およびサービス認証を行う。もし、認証が成功の場合、前記ＡＳＮ１１０は、Ｍ
ＢＳチャネル連結要請に対する応答メッセージを改めて前記図３の端末１５０に伝送する
。
【００５６】
　そして、前記ＭＢＳサーバ１７０は、ＡＳＮ１１０にＭＢＳチャネルサービスの開始を
知らせる開始メッセージを伝送する。前記ＡＳＮ１１０は、前記ＭＢＳサーバ１７０から
開始メッセージを受信すると、基地局１３０にＭＢＳバースト領域に対する予約を要請す
る予約メッセージを伝送する。
【００５７】
　前記基地局１３０の制御部２３９は、前記ＡＳＮ１１０から予約メッセージを受信し、
前記制御部２３９は、ＭＣＩＤテーブルに記録された各々のＭＣＩＤに対応するバースト
領域を予約する。その後、制御部２３９は、ＭＢＳバースト領域の予約要請に対する応答
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メッセージを前記ＡＳＮ１１０に伝送する。前記基地局１３０は、あらかじめ決定された
方法にしたがいＭＢＳサーバ１７０とＡＳＮ１１０間、基地局１３０とＡＳＮ１１０間に
ＭＢＳチャネルデータを伝達するための経路設定を相互間で行う。
【００５８】
　そして、ＭＢＳバーストの予約およびＭＢＳチャネルデータに対する経路設定が正常に
終了した後、ユーザがＭＢＳゾーンの最初の接続者なのかを判断する。前記判断結果、ユ
ーザがＭＢＳゾーンに最初に接続したユーザならば、前記制御部２３９は、前記図３の端
末１５０にＭＣＩＤ割当通知メッセージを送信する。前記判断結果、ユーザが同一のＭＢ
Ｓゾーンに改めて接続する場合には制御部２３９は、前記のような過程を省略して前記経
路設定によって獲得した属性情報、例えばユーザ識別情報、プログラムＩＤ、マルチキャ
ストＩＰアドレスなどをＭＣＩＤテーブルに更新する。
【００５９】
　前記ＭＢＳチャネルデータ属性別のＭＣＩＤ割当通知メッセージは、ＭＢＳチャネルデ
ータのビデオ、オーディオ、テキスト属性に応じてＭＣＩＤ値を含む。前記経路設定が終
了した後、前記ＭＢＳサーバ１７０は、ユーザが図３の端末１５０を介して要請したＭＰ
ＥＧ２－ＴＳデータをＩＰパケット化されたデータに変換し、前記変換されたＩＰパケッ
ト形態のデータを、前記ＡＳＮ１１０を介して基地局１３０の第１送受信部２３１に送信
する。前記第１送受信部２３１は、ＩＰパケット化されたＭＰＥＧ２－ＴＳデータのヘッ
ダ情報を抽出する。
【００６０】
　そして、第１送受信部２３１は、前記抽出されたヘッダ情報を第１分析部２３７に伝送
する。前記第１分析部２３７は、前記抽出されたヘッダ情報を分析して前記受信されたパ
ケットのソースＩＰアドレスまたは目的地ＩＰアドレス等を抽出する。そして、第１分析
部２３７は、前記ソースＩＰアドレスまたは目的地ＩＰアドレスを利用してＭＢＳ形態の
データとユニキャスト形態のデータに区分する。
【００６１】
　特に、前記抽出されたＩＰアドレスにＭＢＳチャネルに対するマルチキャストＩＰアド
レスが含まれた場合には受信されたパケットがＭＢＳ形態のサービスに対するデータを含
むと判断する。したがって、このような場合には第１分析部２３７はマルチメディア属性
を利用して前記受信されたパケットの属性をビデオ、オーディオまたはテキストに改めて
分類し、前記分析された情報を組立部２３３に伝送する。
【００６２】
　前記組立部２３３は、第１分析部２３７から受信したパケットの属性情報と制御部２３
９から受信したＭＣＩＤ／ＭＢＳバースト割当情報を利用して入力パケットの属性に対応
されるＭＣＩＤを含むＭＢＳバースト領域を構成した後、ユニキャスト形態のサービスの
ためのデータ領域と結合して完全なフレームを構成する。そして、前記組立部２３３は、
前記構成したフレームを第２送受信部２３５に伝送する。
【００６３】
　前記第２送受信部２３５は、ＭＢＳバースト領域を含むフレームデータを物理階層の規
格に応じて変調した信号を無線区間に出力する。前記端末１５０のフレーム受信部２５１
は、前記基地局１３０の第２送受信部２３５からフレームを受信して前記分類部２５３に
伝送する。前記分類部２５３は、前記フレームがあらかじめ設定されたＭＣＩＤに該当す
るＭＢＳバースト領域を有するフレームである場合、前記フレームを前記あらかじめ設定
されたＭＣＩＤに対応するＭＢＳバースト領域のデータに分類して抽出する。
【００６４】
　ここで、図４Ａ、Ｂを参照して本発明の実施形態による無線接続システムにおけるマル
チキャスト連結識別子割当過程をより具体的に説明する。
【００６５】
　図４Ａ、Ｂは、本発明の実施形態による無線接続システムでマルチキャスト連結識別子
割当過程を図示した図である。
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【００６６】
　図４Ａ、Ｂを参照すれば、ユーザは、３０１ステップにおいて前記アプリケーションプ
ログラム実行部２６１で動作するアプリケーション、例えばＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）によって視聴できるチャネルに対するチャネル情報を
ＭＢＳサーバ１７０から受信する。ここで、前記チャネルに対するチャネル情報は、プロ
グラムＩＤ、マルチキャストＩＰアドレス、ＭＢＳゾーンＩＤを含む。
【００６７】
　ユーザは、３０３ステップでＭＢＳサーバ１７０はアプリケーションによってＭＢＳチ
ャネルを選択して、ＭＢＳチャネル選択信号またはＭＢＳチャネル終了信号を生成する。
前記要請分析部２５９は、３０７ステップで前記アプリケーションプログラム実行部２６
１からＭＢＳチャネル選択信号を受信し、受信したＭＢＳチャネル選択信号を利用して要
請されたＭＢＳチャネルに対する連結が最初の連結要請なのか否かをＭＢＳフラッグの設
定状態によって確認する。もし、処理中のチャネル選択信号がＭＢＳチャネルに対する最
初の連結要請ならば、前記要請分析部２５９は３０９ステップでバッファ割当政策を行う
。
【００６８】
　ここで、バッファ割当政策は、ＭＢＳ形態のサービスのためにＭＰＥＧ２－ＴＳデータ
を構成するビデオデータ、オーディオデータ、およびテキストデータ等、属性別に独立し
たバッファの割当てに使用される政策である。バッファ割当政策は、バッファの種類、各
バッファの大きさ、各バッファに対応されるＭＣＩＤのような情報を含む。
【００６９】
　前記バッファ制御部２５７は、３１１ステップで前記要請分析部２５９からバッファ割
当政策を受信し、前記受信したバッファ割当政策に応じてフレームバッファ２５５でビデ
オデータ、オーディオデータ、テキストデータ別にあらかじめ決定された大きさのバッフ
ァ空間を割当てる。そして、前記バッファの種類別に割当てられたアドレス情報をフレー
ム分類部２５３とアプリケーションプログラム実行部２６１に伝送する。そして、バッフ
ァ割当ての結果は要請分析部２５９に伝送する。
【００７０】
　すなわち、前記要請分析部２５９はアプリケーションプログラム実行部２６１から受信
したＭＢＳチャネル選択信号を利用して要請されたＭＢＳチャネルに対する連結が最初連
結で、前記バッファ制御部２５７から受信したバッファ割当の結果を背景としてバッファ
が正常に割当てられたと判断されれば、要請分析部２５９はＭＢＳフラッグの設定状態を
最初要請でないことを表す値で修正する。そして、同一のユーザがＭＢＳチャネルに対す
るサービス連結を要請する場合には前記３０９ステップと３１１ステップを行わない。
【００７１】
　アプリケーションプログラム実行部２６１は、３１３ステップでユーザが選択した放送
チャネルに対するＭＢＳチャネル連結要請メッセージを生成してフレーム送信部２６３に
伝送する。ここでフレーム送信部２６３は、基地局１３０に伝送するデータ、例えばアプ
リケーションプログラム実行部２６１で生成されたＭＢＳチャネル連結要請メッセージ等
を物理階層の特性および指定された構造に応じてフレームに構成する。そして、フレーム
送信部２６３は、基地局１３０の無線資源の接続制御に応じて構成されたフレームを基地
局１３０に伝送する。
【００７２】
　ここで、前記ＭＢＳチャネル連結要請メッセージは、前記３０１ステップと３０５ステ
ップの間で基地局１３０に伝送されることもできる。基地局１３０の第２送受信部２３５
は、３３１ステップで端末１５０のフレーム送信部２６３からＭＢＳチャネル連結要請メ
ッセージを受信して第２分析部２４１に伝送し、前記第２分析部２４１は、第２送受信部
２３５から受信したＭＢＳチャネル連結要請メッセージを分析する。そして、前記第２送
受信部２３５は、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送ったユーザのＩＤまたはＣＩＤ
、ＭＢＳ形態のサービス連結要請の可否、プログラムＩＤ、放送チャネルのマルチキャス
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トＩＰアドレス等のようなチャネル情報を抽出する。そして、第２分析部２４１は、前記
抽出したチャネル情報を制御部２３９に伝送する。
【００７３】
　ここで、ＭＢＳ形態のサービスに対する連結要請の可否は受信されたメッセージの形態
と内容で判断することができる。もし受信されたＭＢＳチャネル連結要請メッセージがＩ
ＧＭＰ　ｊｏｉｎメッセージの場合にはＭＢＳ形態のサービスに関する連結要請として判
断することができる。また、受信されたＭＢＳチャネル連結要請メッセージがＩＧＭＰ　
ｌｅａｖｅメッセージの場合には加入したＭＢＳ形態のサービスに対する連結解除要請と
して判断することができる。これ以外にもこのような目的のための別途の専用メッセージ
を利用することもできる。
【００７４】
　前記制御部２３９は、３３３ステップで前記第２分析部２４１からチャネル情報を受信
し、受信したチャネル情報を利用してＭＣＩＤテーブルを検索する。前記検索結果に応じ
てＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送信したユーザの識別情報、例えばユーザＩＤま
たはＣＩＤに対する登録の可否を判断する。ここで、前記ＭＣＩＤテーブルは、ＭＣＩＤ
を使用中のユーザ識別情報と該当ＭＣＩＤによってサービス中である放送チャネルに対す
る情報であるマルチキャストＩＰアドレスとプログラムＩＤ等が記録されている。
【００７５】
　ＭＢＳチャネル連結要請メッセージを送信したユーザの識別情報がＭＣＩＤテーブルに
すでに登録された状態ならば、ユーザの端末１５０に別途のＭＣＩＤ値を伝送せず、もし
、最初の要請に関するものならば、ＭＰＥＧ２－ＴＳデータのビデオ、オーディオおよび
テキスト属性に応じてあらかじめ決定されたＭＣＩＤ値を加入者の端末１５０に伝送する
。ここで、同一のユーザがＭＢＳチャネルに対するサービス連結を要請する場合には前記
あらかじめ決定されたＭＣＩＤ値を加入者の端末１５０に伝送しない。
【００７６】
　次に、前記制御部２３９は、３３５ステップでＭＣＩＤ／ＭＢＳバースト割当情報を組
立部２３３に伝送し、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＡＳＮ１１０に伝送する。そ
の後、前記ＡＳＮ１１０は、ＭＢＳチャネル連結要請メッセージをＭＢＳサーバ１７０に
伝送する。前記ＭＢＳサーバ１７０は、３９１ステップで端末１５０によって要請された
ＭＢＳチャネル連結要請に対して加入者認証およびサービス認証を行う。
【００７７】
　もし、認証が成功の場合、前記ＡＳＮ１１０は３９３ステップでＭＢＳチャネル連結要
請に対する応答メッセージを改めて端末１５０に伝送する。この時、前記応答メッセージ
は、要請されたＭＢＳチャネルの利用に必要なユーザＩＤ、プログラムＩＤ、復号化キー
のような多様な情報を含む。前記端末１５０のフレーム受信部２５１は、前記ＡＳＮ１１
０から応答メッセージを受信し、前記フレーム受信部２５１は前記応答メッセージを分類
部２５３に伝送する。
【００７８】
　前記分類部２５３は、ＭＢＳチャネル連結要請に対する応答メッセージをユニキャスト
データ用バッファに保存する。前記アプリケーションプログラム実行部２６１は、関連プ
ログラムによってユニキャストデータ用バッファに保存されたチャネル連結要請応答メッ
セージを実行する。アプリケーションプログラム実行部２６１は、ＭＢＳチャネル連結要
請に対する応答メッセージに含まれた情報、例えばユーザＩＤ、プログラムＩＤ、復号化
キー等を利用して、後に伝送されたＭＢＳチャネルデータを処理するための事前手続を行
う。
【００７９】
　そして、前記ＭＢＳサーバ１７０は、３９５ステップでＡＳＮ１１０にＭＢＳチャネル
サービスの開始を知らせる開始メッセージを伝送する。前記ＡＳＮ１１０は、前記ＭＢＳ
サーバ１７０から開始メッセージを受信すると、基地局１３０にＭＢＳバースト領域に対
する予約を要請する予約メッセージを伝送する。
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【００８０】
　前記基地局１３０の制御部２３９は、３７１ステップで前記ＡＳＮ１１０から予約メッ
セージを受信し、制御部２３９は、３３７ステップでＭＣＩＤテーブルに記録された各々
のＭＣＩＤに対応するバースト領域を予約する。その後、制御部２３９は、３３９ステッ
プでＭＢＳバースト領域の予約要請に対する応答メッセージを前記ＡＳＮ１１０に伝送す
る。前記基地局１３０は、３４１ステップであらかじめ決定された方法に応じてＭＢＳサ
ーバ１７０とＡＳＮ１１０間、基地局１３０とＡＳＮ１１０間にＭＢＳチャネルデータを
伝達するための経路設定を相互間に行う。
【００８１】
　そしてＭＢＳバーストの予約およびＭＢＳチャネルデータに対する経路設定が正常に終
了した後、前記基地局１３０は、３４３ステップでＭＢＳチャネル選択信号を利用して要
請されたＭＢＳチャネルに対する連結が最初の連結要請なのかを判断する。もし、前記判
断結果、ＭＢＳチャネルに対する連結が最初の連結ならば、そして加入者およびＭＢＳサ
ービス認証が成功だった場合、前記基地局１３０は、３４５ステップでＭＢＳチャネルデ
ータ属性別ＭＣＩＤ割当通知メッセージを端末１５０にする。ここで、前記ＭＢＳチャネ
ルデータ属性別ＭＣＩＤ割当通知メッセージは、ＭＢＳチャネルデータのビデオ、オーデ
ィオ、テキスト属性に応じたＭＣＩＤ値を含む。
【００８２】
　前記端末１５０のフレーム受信部２５１は、前記基地局１３０からＭＢＳチャネルデー
タ属性別ＭＣＩＤ割当通知メッセージを受信して前記分類部２５３に伝送する。前記分類
部２５３は、前記ＭＢＳチャネルデータ属性別ＭＣＩＤ割当通知メッセージに含まれたＭ
ＣＩＤ値を抽出して記録する。その後、前記端末１５０のフレーム受信部２５１は、３１
５ステップでＭＣＩＤ割当通知に対する応答メッセージを生成して基地局１３０に伝送す
る。
【００８３】
　もし、ＭＢＳチャネル選択信号を利用して要請されたＭＢＳチャネルに対する連結が最
初の連結要請ではなかったとすると、前記基地局１３０の前記３４５ステップを行わず、
３４７ステップで属性情報、例えばユーザ識別情報、プログラムＩＤ、マルチキャストＩ
Ｐアドレス等をＭＣＩＤテーブルに更新する。
【００８４】
　ここで、前記端末１５０と前記基地局１３０間でＭＣＩＤ割当通知メッセージとＭＣＩ
Ｄ割当通知に対する応答メッセージが伝送される過程は、８０２．１６系列の広域無線接
続システムで定義するＤＳＡ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｄｄｉｔｉｏｎ）手
続に従う。ＤＳＡ手続は、基地局１３０がＤＳＡ要請メッセージ（ＤＳＡ－ＲＥＱ）を端
末１５０に伝送すると、前記端末１５０は、ＤＳＡ応答メッセージ（ＤＳＡ－ＲＳＰ）を
前記基地局１３０に伝送し、前記基地局１３０は、改めてＤＳＡ応答メッセージに対する
ＤＳＡ確認メッセージ（ＤＳＡ－ＡＣＫ）を前記端末１５０に伝送する手続で動作する。
【００８５】
　前記経路設定が終了した後、前記ＭＢＳサーバ１７０は、３９７ステップでユーザが端
末１５０を介して要請したＭＰＥＧ２－ＴＳデータをＩＰパケット化されたデータに変換
し、前記変換されたＩＰパケット形態のデータを、前記ＡＳＮ１１０を介して基地局１３
０の第１送受信部２３１に送信する。前記第１送受信部２３１は、ＩＰパケット化された
ＭＰＥＧ２－ＴＳデータのヘッダ情報を抽出する。
【００８６】
　そして、第１送受信部２３１は、前記抽出されたヘッダ情報を第１分析部２３７に伝送
する。前記第１分析部２３７は、前記抽出されたヘッダ情報を分析して前記受信されたパ
ケットのＩＰアドレスまたは目的地ＩＰアドレス等を抽出する。そして、第１分析部２３
７は、３４９ステップで前記ＩＰアドレスまたは目的地ＩＰアドレスを利用してＭＢＳ形
態のデータとユニキャスト形態のデータに区分する。
【００８７】
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　特に、前記抽出されたＩＰアドレスにＭＢＳチャネルに対するマルチキャストＩＰアド
レスが含まれた場合には、受信されたパケットがＭＢＳ形態のサービスに対するデータを
含むと判断する。したがって、このような場合には第１分析部２３７は、前記受信された
パケットの属性をビデオ、オーディオまたはテキストに改めて分類し、前記分析された情
報を組立部２３３に伝送する。
【００８８】
　前記組立部２３３は、３５１ステップで第１分析部２３７から受信したパケットの属性
情報と制御部２３９から受信したＭＣＩＤ／ＭＢＳバースト割当情報を利用して入力パケ
ットの属性に対応されるＭＣＩＤを含むＭＢＳバースト領域を構成した後、ユニキャスト
形態のサービスのためのデータ領域と結合して完全なフレームを構成する。そして、前記
組立部２３３は、前記構成したフレームを第２送受信部２３５に伝送する。
【００８９】
　前記第２送受信部２３５は、３５３ステップでＭＢＳバースト領域を含むフレームデー
タを物理階層の規格に応じて変調した信号を無線区間に出力する。前記端末１５０のフレ
ーム受信部２５１は、前記基地局１３０の第２送受信部２３５からフレームを受信して前
記分類部２５３に伝送する。前記分類部２５３は、３１７ステップで前記フレームがあら
かじめ設定されたＭＣＩＤに該当するＭＢＳバースト領域を有するフレームの場合、前記
フレームを前記あらかじめ設定されたＭＣＩＤに対応するＭＢＳバースト領域のデータに
分類して抽出する。
【００９０】
　前記分類部２５３は、３１９ステップにおいて前記抽出されたデータを前記バッファ割
当政策に応じて、フレームバッファ２５５でビデオデータ、オーディオデータ、テキスト
データ別にあらかじめ決定された大きさのバッファ空間に記録する。前記アプリケーショ
ンプログラム実行部２６１は、ビデオデータ、オーディオデータ、テキストデータに分類
された各々のバッファ領域に保存されたデータを映像再生機またはオーディオ再生機を利
用して受信する。
【００９１】
　その後、アプリケーションプログラム実行部２６１は、３２１ステップでパケットのＩ
Ｐヘッダに含まれたマルチキャストＩＰアドレス情報によって加入者が要請したＭＢＳチ
ャネルを識別することによって特定ＭＢＳチャネルに対するサービスを提供することがで
きる。
【００９２】
　本発明は、無線接続システムにおいてＭＢＳ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　Ｂｒｏａ
ｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）モードを利用してユーザにマルチキャスト連結識別子を割
当てることができる。また、本発明は、無線接続システムでＭＢＳサービス要請時、デー
タの類型に応じて所定のＭＣＩＤを割当て、割当てられたＭＣＩＤを全体放送領域に同一
の値で固定することによって基地局装置間を移動する端末のハンドオーバーにともなうサ
ービスの切れ現象を解決し、放送チャネル間の転換時間を短縮することができる。
【符号の説明】
【００９３】
１００　コンテンツ分配網
１１０　ＡＳＮ
１３０　基地局
１５０　端末
１７０　ＭＢＳサーバ
２３１　第１送受信部
２３３　組立部
２３５　前記第２送受信部
２３７　第１分析部
２３９　制御部　ＭＣＩＤテーブル
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２４１　第２分析部
２５７　バッファ制御部
２５９　要請分析部
２６１　アプリケーションプログラム実行部
２６３　フレーム送信部
２５１　フレーム受信部
２５３　フレーム分類部
２５５　フレームバッファ

【図１】 【図２】
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【図４Ｂ】
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